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3．台風15号概要 設備被害
 工務設備では，千葉エリアにおいて66kV鉄塔が2基倒壊
 配電設備では，倒木や飛来物等による電柱・電線の損傷が千葉エリアを中心に広範囲に発生

配
電

送
変
電

架空線 地中線
支持物

（折損・倒壊等）
架空線

（断線・混線等）
変圧器

（損傷・傾斜等）
地上機器
（浸水等）

地上機器
（損傷・傾斜等）

ケーブル
（損傷等）

1,996本 5,529経間 431台 0台 1台 0m

送電設備 変電設備
鉄塔 電線 がいし がいし

倒壊 腕金・部材変形 素線切れ 破損 破断

２基 ２基 ２条 １連 １相
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７．電柱損壊における検証内容と再発防止策

【台風15号の影響による電柱の被害状況内訳】

エリア 栃木 群馬 茨城 埼玉 千葉 東京
(23区) 多摩 神奈川 山梨 静岡 合計

被害数 9 0 94 9 1,750 15 3 59 2 55 1,996

電
柱
被
害
の
原
因
（
再
掲
）

倒木・建物の
倒壊 9 0 57 8 1,311 6 3 37 2 44 1,477

飛来物 0 0 9 0 265 3 0 6 0 0 283

地盤の影響 0 0 28 1 174 6 0 16 0 11 236

支持物本数【本】

再発防止策
台風15号の影響による電柱損壊は，倒木や建物の倒壊，看板等の飛来物，土砂崩れ等地盤影
響による二次被害（一部推定を含む）であったことから，引き続き，定期巡視や点検にて設備の
健全性を確認し，適切な設備更新の実施に併せて自治体や道路管理者等の関係行政機関と協
議のうえ，倒木リスク除去等の二次被害防止に努めていく。
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倒木による電柱倒壊（館山エリア） 建物倒壊による電柱倒壊（千葉エリア） 飛来物による電柱倒壊（相模原エリア） 地盤の影響による電柱傾斜（茂原エリア）

（参考）電柱損壊における検証内容と再発防止策

【被害状況別写真（一例）】


